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「
第
22
回
い
い
た
て
秋
ま
つ
り
」
は
、
10

月
30
日
と
31
日
の
２
日
間
、
村
公
民
館
や

Ｊ
Ａ
飯
舘
総
合
支
店
等
を
会
場
に
行
わ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

30
日
、
Ｊ
Ａ
飯
舘
総
合
支
店
前
で
行
わ

れ
た
収
穫
感
謝
祭
で
は
、
関
係
者
ら
が
米
や

野
菜
な
ど
18
品
目
を
神
前
へ
献
餞
。
今
年

の
豊
作
に
感
謝
し
ま
し
た
。

31
日
に
は
公
民
館
前
に
て
商
工
ま
つ
り

が
行
わ
れ
、
会
員
ら
に
よ
る
模
擬
店
や
鮭
つ

か
み
取
り
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
内
で
２
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
た
総
合
文
化
展
で
は
、
幼
稚
園
児

や
小
学
生
ら
の
作
品
を
は
じ
め
、
各
団
体
の

会
員
ら
に
よ
る
焼
物
や
書
道
、
生
け
花
な
ど

の
力
作
が
多
数
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目

を
引
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
愚
真
会
に
よ
る
「
あ
ぶ
く
ま
高

原
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
」
や
、
相
農
飯
舘
分
校
の

紅
葉
祭
、
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
各
会
場
と
も
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

秋
ま
つ
り
前
日
の
29
日
、

宿
泊
体
験
館
き
こ
り
に
て
、

原
町
市
出
身
の
２
人
組
「
Ｆ

ｉ
ｌ
ｍ
ｅ
ｎ
（
フ
ィ
ル
メ
ン
）

に
よ
る
、「
前
夜
祭
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
村
や
Ｊ

Ａ
、
商
工
会
な
ど
で
組
織
す

る
「
い
い
た
て
秋
ま
つ
り
前

夜
祭
実
行
委
員
会
（
北
原
彰

実
行
委
員
長
）」
が
主
催
し

た
も
の
で
、
出
演
し
た
２
人

が
ギ
タ
ー
演
奏
と
迫
力
あ
る

歌
声
で
、
訪
れ
た
約
60
人
の

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

消
防
飯
舘
分
署
（
小
椋
一

男
分
署
長
）
に
、
こ
の
ほ
ど

高
規
格
救
急
車
が
配
車
さ
れ

ま
し
た
。

高
規
格
救
急
車
は
、
こ
れ

ま
で
の
救
急
車
に
比
べ
、
電

気
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
専
門
的

な
機
器
が
備
わ
る
ほ
か
、
最

新
鋭
の
医
療
機
材
が
装
備
さ

れ
る
な
ど
、
車
内
の
医
療
体

制
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
震
ベ
ッ
ト
が
装

備
さ
れ
て
お
り
、
揺
れ
が
少

な
く
患
者
へ
の
負
担
も
少
な

い
こ
と
や
、
前
輪
と
後
輪
が

別
に
駆
動
す
る
こ
と
で
、
小

回
り
が
効
き
、
狭
い
道
路
で

も
操
縦
し
や
す
い
こ
と
な
ど

が
特
徴
で
す
。

こ
の
救
急
車
の
導
入
に
合

わ
せ
、
今
年
度
か
ら
飯
舘
分

署
に
２
人
の
救
急
救
命
士
が

配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
は

病
院
に
着
い
て
か
ら
処
置
し

て
い
た
治
療
が
、
搬
送
中
の

車
内
で
処
置
で
き
る
な
ど
、

患
者
の
負
担
軽
減
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

小
椋
分
署
長
は
「
こ
の
救

急
車
の
性
能
を
フ
ル
に
活
用

し
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

地
域
住
民
の
救
命
率
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
導
入
さ
れ
た
救
急
車

は
、
11
月
４
日
か
ら
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。


